
 

 

 

  ＭＴＥＸとＬａｂｏＴｅｘの解析を比較 

 

 

 

 

 

 

  Ｈｅｒｍｏｎｉｃ法ではゴーストが出やすいが、Cubeを１００％で確認すると 

  MTEXではゴーストが微量である。再計算極点図のｒａｎｄｏｍレベルが 

若干変動する程度であった。 

  入力データはＣｕｂｅ方位が１００％で確認 

   

  

  

 

 

   ２０１８年０２月１２日 

   ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 



概要 

 ＯＤＦ解析の手法で結果が異なります。 

   同一の入力極点図からＯＤＦ解析を行い、再計算極点図を比較してみます。 

 

入力極点図は、ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎを１ｄｅｇとする。 

 

ＭＴＥＸ 

rpf=calcPoleFigure(odf,h,'resolution',1*degree) 

 

ＬａｂｏＴｅｘ 

 

 

 

 

 

 

 

 



｛１１０｝極点図のプロファイル確認（ｓｔｅｐ＝１．０ｄｅｇ） 

 ＬａｂｏＴｅｘ     ＭＴＥＸ 

  

  

  



Ｓｔｅｐ＝２．５ｄｅｇの場合 

 ref=calcPoleFigure(odf,h,'resolution',2.5*degree) 

 ＬａｂｏＴｅｘ    ＭＴＥＸ 

  

  

  



ｓｔｅｐ＝５ｄｅｇの場合 

 ＬａｂｏＴｅｘ    ＭＴＥＸ 

  

  

  

 MTEXは randomレベルガ上昇しているがMax密度が高い 



実際のデータによる比較 

 

バックグランド除去、RD補正、ｄｅｆｏｃｕｓ補正、規格化 

 

ＭＴＥＸ様に１／４で解析データを作成 

 



ＭＴＥＸに読み込む 

 

再計算極点図 

 

ＬａｂｏＴｅｘに読み込む 

 

再計算極点図 

 

 

 



ＯＤＦ解析後の再計算極点図｛２２０｝を比較する 

ＬａｂｏＴｅｘ    ＭＴＥＸ 

 

 

 ほぼ同一の結果が得られる。 


